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札幌市調理師団体連合会会報

NO.94
私 の 好 き な 格 言

「雲外蒼天」
�  板倉　洋祐

　

柳
田
氏
は
昭
和
26
年
12
月
の
留

萌
市
生
ま
れ
で
す
。
修
学
院
札
幌

調
理
師
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
昭

和
61
年
に
調
理
師
免
許
を
取
得
。

昭
和
62
年
に
円
山
の
東
家
寿
楽
に

入
店
し
修
業
を
積
み
、
平
成
２
年

に
現
在
の
厚
別
区
大
谷
地
に
『
そ

ば
柳
』
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

大
変
研
究
熱
心
で
真
面
目
な
性

格
で
、
寿
楽
入
店
時
に
鰹
節
の
下

処
理
と
い
う
同
一
の
仕
事
を
丁
寧

に
８
時
間
ぶ
っ
通
し
で
こ
な
し
、

先
代
社
長
に
褒
め
ら
れ
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
調
理
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
等
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
数
々
の
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
８
年
に
麺
料
理
技
能
検

定
に
合
格
し
、
調
理
技
能
士
の
資

格
を
取
得
。
更
に
麺
料
理
専
門
調

理
師
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

12
年
に
は
環
境
衛
生
営
業
功
労
賞

を
受
賞
。
他
に「
東
家
親
そ
ば
会
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
光
塩
学
園

調
理
製
菓
専
門
学
校
に
て
生
徒
に

手
打
ち
蕎
麦
の
指
導
を
行
う
活
動

に
20
年
間
参
加
。
同
業
者
や
仕
入

業
者
か
ら
も
信
頼
は
厚
く
、
現
在

34
年
目
の
営
業
実
績
を
積
み
上
げ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
日
々
の
地

道
な
努
力
と
強
い
意
志
を
感
じ
ま

す
。

　

普
段
は
温
和
で
常
に
明
る
く
親

し
み
や
す
い
人
柄
で
す
が
、
商
売

に
関
し
て
は
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
少

し
で
も
安
価
で
良
い
物
を
提
供
で

き
る
店
で
あ
り
た
い
と
い
う
信
念

の
下
、
34
年
間
と
い
う
長
き
に

亘
っ
て
地
域
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ

続
け
る
営
業
を
実
践
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
こ
と
は
、
我
々
そ
ば
屋
仲
間

に
と
っ
て
も
敬
服
の
念
を
抱
か
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
更
な
る
躍
進
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
紹
介
者
）札幌

そ
ば
麵
類
研
究
会

石
塚　

博
久

札幌そば麵類研究会

柳田　　悟 氏

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

題
字\

札
調
連
会
長 

鈴
木 

健
雄

夏の陽を浴びた駿馬像（札幌競馬場）
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令
和
６
年
度
第
35
回
札
調
連
定

期
総
会
は
、
５
月
28
日
（
火
）
午

後
３
時
か
ら
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー

ト
札
幌
４
階
グ
ラ
ー
ベ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
の
司
会
進
行
は

鈴
木
裕
一
郎
会
長
代
行
が
行
い
、

初
め
に
鈴
木
健
雄
会
長
か
ら
開
会

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

総
会
の
議
長
選
任
を
行
い
、
小
泉

哲
也
会
長
代
行
が
議
長
に
選
任
さ

れ
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
で
は
、
佐
藤
修
副

会
長
か
ら
の
令
和
５
年
度
事
業
報

告
、
山
口
弘
行
事
務
局
長
か
ら
の

収
支
決
算
報
告
、
高
橋
宏
通
監
事

か
ら
の
会
計
監
査
報
告
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
異
議
は
な
く
原
案

ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
２
号
の
令
和
６
年
度
事

業
計
画
案
の
審
議
で
は
、
北
海
道

札調連

事 業事 業
報 告報 告

第
１
回

　

四
役
会
議
・
庖
丁
塚

運
営
委
員
会
開
催

令
和
６
年
度

　

定
期
総
会
・
懇
親
会
及
び

　

創
立
35
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

が
今
年
度
実
施
す
る
「
ふ
ぐ
処
理

者
認
定
試
験
」
に
伴
い
「
ふ
ぐ
処

理
者
認
定
試
験
準
備
講
習
会
」
が

10
月
10
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
収
支
予

算
案
の
審
議
で
は
、
加
盟
団
体
の

負
担
金
を
５
万
円
か
ら
６
万
円
に

増
額
し
た
こ
と
、
特
別
賛
助
会
員

が
１
団
体
減
り
９
団
体
に
な
っ
た

こ
と
、
ふ
ぐ
処
理
者
認
定
試
験
準

備
講
習
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
受

講
者
15
名
、
受
講
料
２
万
円
で
予

算
化
し
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
も
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
３
号
の
札
調
連

役
員
の
改
選
と
選
任
で
は
、
長
谷

川
一
男
氏
の
名
誉
調
理
師
会
退
会

に
よ
る
常
任
相
談
役
退
任
の
案
に

疑
義
が
生
じ
、
同
氏
の
名
誉
調
理

師
会
退
会
の
意
向
を
再
確
認
し
た

上
で
判
断
を
行
う
た
め
、
本
取
扱

い
が
執
行
部
一
任
と
な
り
、
後
日

同
氏
の
名
誉
調
理
師
会
継
続
の
意

志
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
同

氏
を
常
任
相
談
役
留
任
と
し
て
取

り
扱
い
ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
は
、
札
幌
割
烹
調

理
師
会
の
葛
西
利
男
会
長
の
閉
会

の
挨
拶
で
締
め
ら
れ
、
第
35
回
定

期
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
定
期
総
会
懇
親
会
が

午
後
４
時
30
分
か
ら
４
階
ア
ニ

マ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
札
調
連
の
創
立
35
周
年
に

当
た
り
記
念
祝
賀
会
を
兼
ね
た
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
冒
頭
、
鈴
木

健
雄
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
創

立
35
周
年
記
念
と
し
て
、
長
き
に

わ
た
り
札
調
連
の
役
員
と
し
て
貢

献
し
た
５
名（
葛
西
利
男
副
会
長
、

大
江
廣
嗣
副
会
長
、
佐
藤
登
副
会

長
、
本
間
勇
司
副
専
務
理
事
及
び

竹
田
俊
二
監
事
）
の
う
ち
当
日
出

席
さ
れ
た
４
名
に
札
幌
市
保
健
所

の
西
尾
香
奈
子
食
の
安
全
担
当
部

長
か
ら
市
長
感
謝
状
が
、
ま
た
、

白
井
勝
美
理
事
に
鈴
木
健
雄
会
長

か
ら
会
長
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
来

賓
の
西
尾
香
奈
子
部
長
、
千
葉
真

裕
道
議
会
議
員
、
和
田
敬
太
道
議

会
議
員
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
晋
南
貿
易
㈱
代
表
取
締
役
会

長
の
曲
健
三
様
の
祝
杯
で
開
宴
と

な
り
、
賑
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度 

第
１
回
札
調
連

四
役
会
議
及
び
庖
丁
塚
供
養
祭
運

営
委
員
会
が
６
月
27
日
、
札
幌
市

中
央
卸
売
市
場
内
の
札
幌
市
Ａ
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
議
事
進
行
は
鈴
木
裕
一

郎
会
長
代
行
が
行
い
、
初
め
に
、

鈴
木
健
雄
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
令
和
６
年
度
札
幌

市
名
誉
調
理
師
の
選
考
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
日
本
中
国
料

理
協
会
札
幌
支
部
の
岩
本
隆
氏
、

全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部
の

舟
橋
裕
司
氏
、
定
山
渓
調
理
師
会

の
竹
内
司
氏
及
び
札
幌
割
烹
調
理

師
会
の
菅
野
は
つ
み
氏
の
４
名
に

つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
審
査
の

結
果
、
各
氏
と
も
札
幌
市
名
誉
調

理
師
の
登
録
要
件
を
満
た
し
て
お

り
、
７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る
第

52
回
庖
丁
塚
魚
鳥
菜
供
養
祭
の
場

で
名
誉
調
理
師
の
証
が
授
与
さ
れ

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
庖
丁
塚
供
養
祭
運
営

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
森

下
稔
庖
丁
塚
供
養
祭
運
営
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
今
年
度
の
開
催
方

法
、
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

７
月
25
日
、
円
山
公
園
の
庖
丁
塚

記
念
碑
前
で
の
開
催
、
当
番
団
体

は
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
と
決

ま
り
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
記
念

碑
清
掃
は
日
本
中
国
料
理
協
会
札

幌
支
部
が
担
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
１
回
四
役
会
議
、
庖

丁
塚
運
営
委
員
会
の
詳
細
は
札
調

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

懇
親
会
の
終
わ
り
は
、
㈱
フ
ジ

ウ
ロ
コ
大
橋
水
産
代
表
取
締
社
長

の
大
橋
誠
一
様
に
よ
る
三
本
〆
で

盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
定
期
総
会
議
案
書
は
札

調
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

定期総会
司会の鈴木裕一郎会長代行

第１回四役会議・庖丁塚運営委員会
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令和６年度　札幌市調理師団体連合会役員名簿
令和６年５月改選

役職名 氏　　名 団　　　体　　　名 備　　考
名 誉 会 長 高 橋 忠 明 北海道寿鮨調理師会（最高顧問）
顧 問 西　尾　香奈子 札幌市保健所食の安全担当部長

相 談 役

中 村 裕 之 衆議院議員
和 田 義 明 衆議院議員
長谷川　　　岳 参議院議員
船 橋 利 実 参議院議員
千 葉 真 裕 北海道議会議員
和 田 敬 太 北海道議会議員
長 内 直 也 札幌市議会議員
細 川 正 人 札幌市議会議員

常 任 相 談 役

長谷川　一　男 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役）
佐　藤　公二男 札幌そば麺類研究会（顧問）
鹿 野 好 治 定山渓調理師会（終身名誉会長）
森　下　　　稔 札幌第一割烹調理師会（会長）
緒 方 昭 彦 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）
髙 橋 広 夫 前札調連事務局長 新任

会 長 鈴 木 健 雄 札幌市議会議員

会 長 代 行 鈴　木　裕一郎 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役）
小 泉 哲 也 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）

副 会 長

葛 西 利 男 札幌割烹調理師会（会長）
佐 藤 元 治 札幌そば麺類研究会（代表）
大 江 廣 嗣 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）
泉　　　勝　志 日本中国料理協会札幌支部（会計監査役）
佐　藤　　　登 札幌第一割烹調理師会（支部長）
佐　藤　　　修 定山渓調理師会（会長）

専 務 理 事 舟 橋 裕 司 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）
副 専 務 理 事 本 間 勇 司 札幌割烹調理師会（理事長）
会計担当理事 安 藤 勝 広 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役）

理 事

後 藤 俊 幸 札幌第一割烹調理師会（副会長）
成　田　　　寿 札幌第一割烹調理師会（副会長）
沼久内　義　直 札幌割烹調理師会（会長代行） 新任
松 見 光 晃 定山渓調理師会（名誉会長）
溝 口 浩 司 定山渓調理師会（支部長）
伊 藤 博 之 全日本司厨士協会札幌支部（副支部長） 新任
本 田 卓 也 日本中国料理協会札幌支部（支部長）
菊 池 秀 昭 日本中国料理協会札幌支部（幹事長） 新任
佐 藤 友 信 札幌そば麺類研究会（幹事長）
石 塚 博 久 札幌そば麺類研究会（広報部長）
白 井 勝 美 北全調札幌市支部連合会（西支部長）
郷 古 親 志 北全調札幌市支部連合会（南支部長） 新任

監 事 髙 橋 宏 通 北全調札幌市支部連合会（会長）
吉 田 郁 雄 全日本司厨士協会札幌支部（支部長） 新任

事 務 局 長 山 口 弘 行
※Ｒ５. ４. 31北海道寿鮨調理師会解散

高級鮮魚介・冷凍魚介・各国輸入蛯

衛生的な設備を誇る
業務用卸のエキスパート‼

札幌市中央区北13条西16丁目３－13
TEL 709－1221(代)　FAX 709－1225
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印刷も、
Webも、
電子書籍も。

札幌市中央区南４条西５丁目６
TEL 011－241－4540
FAX 011－241－4505

創立35周年記念祝賀会
会長感謝状被贈呈者

定期総会懇親会
㈱フジウロコ大橋水産
大橋誠一様三本〆

定期総会懇親会
和田敬太道議祝辞

定期総会懇親会
保健所

西尾香奈子部長祝辞

定期総会

定期総会懇親会
晋南貿易㈱
曲健三様祝杯

創立35周年記念祝賀会
市長感謝状被贈呈者

定期総会懇親会
千葉真裕道議祝辞

定期総会懇親会
鈴木会長開会挨拶
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レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

新
年
会
・
勉
強
会
開
催

新
年
会
・
勉
強
会
開
催

　

去
る
令
和
６
年
２
月
４
日（
日
）

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
新
年

会
及
び
勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
先
ず
葛
西
会
長
の
新
年
の

御
挨
拶
が
あ
り
、「
今
年
は
辰
年

で
す
の
で
景
気
と
、
こ
の
業
界
の

発
展
に
登
り
龍
の
よ
う
に
上
昇
し

て
い
く
事
を
願
い
ま
す
。」
と
温

か
み
の
あ
る
お
言
葉
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
乾
杯
の

御
発
声
を
佐
藤
晶
敏
常
任
相
談
役

か
ら
頂
き
勉
強
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
講
師
は
、
和
食
料
理

長
の
澤
田
朋
和
氏
。
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
の
開
催
。
30
名
以
上

の
参
加
者
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
年
会
も
重
ね
て
い

ま
し
た
が
、
メ
イ
ン
は
勉
強
会
、

澤
田
氏
考
案
【
立
春
料
理
の
多
様

性
】
を
テ
ー
マ
に
上
げ
、
道
産
食

材
を
中
心
に
数
多
く
の
多
様
性
料

理
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
特

に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
黄
身
醤

油
や
八
角
の
茶
干
し
、
酒
粕
を
使

用
し
た
最
中
な
ど
、
最
新
の
料
理

ば
か
り
で
な
く
日
本
料
理
の
特
徴

で
も
あ
り
ま
す
が
、
情
景
を
映
し

出
し
、
側
面
か
ら
見
た
料
理
が
斬

新
で
し
た
。
他
の
参
加
者
は
活
気

あ
ふ
れ
る
質
疑
し
、
実
に
為
に
な

る
勉
強
会
で
し
た
。

　

ま
た
新
年
会
用
と
料
理
に
合
う

よ
う
に
、
日
本
酒
を
サ
ー
ビ
ス
で

用
意
し
て
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

勉
強
会
終
盤
に
は
、
昨
年
度
の

公
的
表
彰
者
及
び
全
道
大
会
の
入

賞
者
に
対
し
葛
西
会
長
よ
り
金
一

封
の
進
呈
が
あ
り
、
今
後
の
励
み

に
な
る
よ
う
に
激
励
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

和
や
か
な
時
間
も
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
、
山
﨑
常
任
相

談
役
の
中
締
め
で
無
事
終
了
し
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
、
御
多
忙
の
中
御

参
加
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〈
公
的
表
彰
及
び
全
道
大
会
入
賞

者
一
覧
〉

・ 

令
和
５
年
度
厚
生
労
働
大
臣
賞　

葛
西
利
男
会
長

・ 

令
和
５
年
度
北
海
道
社
会
貢
献

賞　

沼
久
内
義
直
会
長
代
行

・ 

令
和
５
年
度
食
生
活
文
化
賞
・

金
賞　

日
本
料
理
部
門　

本
間

勇
司
理
事
長

・ 

令
和
５
年
度
第
58
回
調
理
技
能

コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞　

渡
部
修
大

札
幌
割
烹
調
理
師
会

本
間　

勇
司

本
場
香
港
厨
師
に
よ
る

本
場
香
港
厨
師
に
よ
る

広
東
焼
味
技
術
講
習
会
実
施

広
東
焼
味
技
術
講
習
会
実
施

　

「
広
東
焼
味
」
と
は
香
港
や
中

国
広
東
地
方
の
、
下
味
を
つ
け
た

肉
類
を
あ
ぶ
り
焼
き
に
し
た
料
理

の
総
称
で
、叉
焼
（
チ
ャ
ー
シ
ュー
）、

焼
肉
（
皮
つ
き
豚
バ
ラ
肉
の
ク
リ

ス
ピ
ー
焼
き
）、
焼
乳
鴿
（
小
鳩

の
ロ
ー
ス
ト
）、
焼
鴨
（
ア
ヒ
ル

の
ロ
ー
ス
ト
）、
焼
鵝
（
ガ
チ
ョ

ウ
の
ロ
ー
ス
ト
）、
焼
乳
猪
（
仔

豚
の
ロ
ー
ス
ト
）
あ
た
り
が
代
表

選
手
で
、
こ
ん
が
り
と
飴
色
に
焼

き
上
が
っ
た
焼
味
は
す
べ
て
の
お

客
様
を
魅
了
し
ま
す
。
焼
き
た
て

熱
々
で
は
な
く
、
人
肌
程
度
ま
で

冷
ま
し
た
も
の
を
食
べ
る
の
が
一

般
的
で
、
パ
リ
ッ
と
し
た
皮
と

し
っ
と
り
と
し
た
肉
に
は
王
道
の

ご
馳
走
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
街
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
焼
味

鋪
（
シ
ウ
メ
イ
ポ
ウ
：
焼
味
の
専

門
店
）
は
客
の
目
に
見
え
る
よ
う

に
焼
き
上
げ
た
ア
ヒ
ル
や
ガ
チ
ョ

ウ
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
て
、
ど
れ
も

量
り
売
り
で「
一
斤（
500
ｇ
）ち
ょ

う
だ
い
！
」
と
い
う
客
の
声
に
応

え
て
、
店
員
が
焼
味
を
中
華
包
丁

で
ガ
ン
ガ
ン
叩
き
切
る
…
と
い
う

の
が
、
こ
の
地
方
の
日
常
的
な
光

景
で
す
。

　

広
東
料
理
の
世
界
に
は
一
般
的

な
調
理
師
で
あ
る
「
厨
師
」
の
ほ

か
に
、点
心
専
門
の
「
点
心
師
」、

焼
味
専
門
の
「
焼
味
師
」
と
い
う

職
種
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
厨
師
よ

り
も
高
給
取
り
。
高
級
店
に
は
必

ず
点
心
師
と
焼
味
師
の
両
方
が
い

て
、
お
客
様
の
舌
を
満
足
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

１
月
31
日
、
光
塩
学
園
調
理
製

菓
専
門
学
校
を
お
借
り
し
て
（
一

社
）
北
全
調
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
と
共

催
で
、
日
本
に
お
け
る
香
港
焼
味

の
第
一
人
者
東
京
「
赤
坂
璃
宮
」

の
焼
味
師　

梁
偉
康
氏
を
お
迎
え

し
当
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
お
よ
そ
70
名
の
参
加
者

が
そ
の
卓
越
し
た
技
術
を
見
て
、

す
べ
て
の
お
料
理
を
試
食
し
本
場

の
味
と
技
術
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。（
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
：
特
製

窯
焼
き
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
、
皮
つ
き

豚
バ
ラ
肉
の
ク
リ
ス
ピ
ー
焼
き
、

伊
達
鶏
の
辛
味
焼
き
、
広
東
式
ア

ヒ
ル
の
ロ
ー
ス
ト
）

日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支
部

本
田　

卓
也

札幌割烹調理師会の新年会・勉強会

絶妙な焼き上がり
を確かめる梁先生
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想
　
想

「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
？
」

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

成
田　
　

寿

　

新
年
度
が
始
ま
り
、最
初
の「
も

じ
ゃ
こ
通
信
」
で
す
。
大
谷
選
手

の
活
躍
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
昨

今
の
私
で
あ
り
ま
す
。
齢
七
十
を

超
え
て
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
と

思
い
つ
つ
も
、
意
欲
が
湧
い
て
き

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
、
あ
る
本
に
書
い

て
あ
っ
た
「
お
す
す
め
し
た
い
６

つ
の
小
さ
な
冒
険
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
。

一
、
一
日
一
笑
【
笑
い
は
人
間
関

係
の
潤
滑
油
、
ユ
ー
モ
ア
で
人
を

笑
わ
せ
、
自
分
も
笑
う
こ
と
で
人

と
の
距
離
も
縮
ま
り
ま
す
。】

二
、
一
日
一
新
【
い
つ
も
と
違
う

道
を
通
る
、
新
し
い
お
店
に
入
る

な
ど
、
慣
れ
な
い
こ
と
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。】

三
、
一
日
一
想
【
自
分
が
心
か
ら

楽
し
い
と
思
う
夢
を
描
い
て
み
る

と
、
心
が
「
そ
う
あ
り
た
い
」
と

想
う
変
化
の
芽
が
出
て
き
ま
す
。】

四
、
一
日
一
言
【「
あ
り
が
と
う
」

「
素
敵
で
す
」
な
ど
と
、
人
が
喜

「
味
噌
の
教
え
」

定
山
渓
調
理
師
会

佐
藤　
　

修

　

私
が
若
い
頃
、
今
の
よ
う
な
味

噌
の
種
類
が
あ
ま
り
出
回
っ
て
い

な
い
頃
の
話
で
す
。
親
方
の
教
え

で
、「
ど
ん
な
不
味
い
味
噌
で
も

種
類
の
異
な
る
味
噌
を
３
種
類
合

わ
せ
る
こ
と
で
旨
く
な
る
」
と
教

え
ら
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
各
地
に
は
様
々
な
味
噌
が

あ
り
ま
す
。
区
分
す
る
と
３
つ
く

ら
い
に
な
り
、１
つ
目
は
北
海
道
、

東
北
、
信
州
、
関
東
、
関
西
、
北

陸
な
ど
、
２
つ
目
は
中
京
地
区
、

３
つ
目
は
九
州
、
四
国
、
中
国
地

区
で
す
。
ま
た
、
種
類
と
し
て
４

つ
（
米
、
豆
、
麦
、
合
わ
せ
）
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　

味
噌
は
、
日
本
古
来
よ
り
あ
る

伝
統
の
調
味
料
で
、
地
域
ご
と
に

そ
の
違
い
や
特
徴
が
あ
り
、
保
存

が
き
く
。
ま
た
、
栄
養
価
の
高
い

タ
ン
パ
ク
質
、
炭
水
化
物
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん

だ
発
酵
食
品
で
も
あ
り
、
酵
母
、

乳
酸
菌
な
ど
で
体
を
き
れ
い
に
す

る
栄
養
素
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
米
味
噌
】
大
豆
と
米
麹〈
特
徴
〉

辛
口
、
色
（
白
：
西
京
味
噌
、

赤
：
桜
味
噌
）、
米
の
甘
味
引
き

立
ち
全
国
各
地
で
も
っ
と
も
メ

ジ
ャ
ー
で
、
代
表
的
な
も
の
は
信

州
味
噌
や
仙
台
味
噌

【
豆
味
噌
】
大
豆
と
豆
麹〈
特
徴
〉

甘
さ
控
え
め
、
辛
口
、
煮
込
み
料

理
で
も
香
り
が
弱
く
な
り
に
く

く
、
代
表
的
な
も
の
は
八
丁
味
噌

【
麦
味
噌
】
大
豆
と
麦
麹〈
特
徴
〉

麦
の
香
り
、
風
味
豊
か
で
あ
っ
さ

り
し
て
い
る

【
合
わ
せ
味
噌
】
種
類
の
異
な
る

味
噌
２
種
以
上
を
合
わ
せ
る

　

汁
物
、焼
物（
田
楽
、味
噌
漬
）、

煮
物
（
西
京
煮
、
味
噌
煮
）、
酢

の
物
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、味
噌
粥
、

漬
物
、
パ
ン
な
ど
幅
広
く
色
々
な

料
理
に
対
応
で
き
ま
す
。

食
材
の
は
な
し

食
材
の
は
な
し

私

好

な

言

の

き

格

「
雲
外
蒼
天
」

　

蒼
天
と
は
青
空
の
こ
と
で
努

力
し
て
苦
難
を
乗
り
越
え
た
先

に
は
快
晴
の
空
が
広
が
っ
て
い

る
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

　

私
に
限
ら
ず
調
理
の
世
界
に

飛
び
込
ん
だ
ば
か
り
の
若
い
時

分
に
は
厳
し
く
過
酷
な
毎
日
が

続
き
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
辞
め
て

し
ま
お
う
と
何
度
も
考
え
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
れ
で
も
踏
み
と
ど
ま
っ
て
今

日
が
あ
る
の
は
、
新
し
い
仕
事
を

覚
え
た
時
の
達
成
感
や
先
輩
達
に

褒
め
て
も
ら
え
た
時
（
ご
く
稀
で

す
が
）
の
喜
び
が
大
き
か
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
35
年
。
今
や
働
き
方

改
革
、
多
様
性
の
価
値
観
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
充
実
と
こ
れ
か
ら
社

会
に
で
て
い
く
若
い
方
に
と
っ
て

よ
り
良
い
環
境
に
な
っ
て
き
て
い

る
反
面
、
そ
う
い
う
小
さ
な
喜
び

を
感
じ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
極
端
に

減
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た

自
由
な
仕
事
の
仕
方
を
受
け
入

れ
る
私
た
ち
こ
そ
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
う

中
、
長
雨
の
後
に
こ
そ
空
が
よ

り
青
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も

忘
れ
て
欲
し
く
な
い
と
も
思
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部

板
倉　

洋
祐

び
、
自
分
も
楽
し
く
な
る
ハ
ー
ト

の
あ
る
美
し
い
言
葉
を
口
に
し
て

み
ま
し
ょ
う
。】

五
、
一
日
一
喜
【
嬉
し
い
や
楽
し

い
な
ど
小
さ
な
幸
せ
を
見
つ
け

て
、書
き
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。】

六
、
一
日
一
動
【
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
毎
日
こ
ま
め

に
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
気
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。】

　

毎
日
の
生
活
の
中
に
こ
れ
ら
の

変
化
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
高
齢
に
な
っ
て
も
挑

戦
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
新
た
な

可
能
性
に
気
付
く
だ
け
で
な
く
、

人
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

先
ず
は
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
元
気
で
居
ら
れ
る
こ

と
に
感
謝
し
つ
つ
、
日
々
を
楽
し

く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
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〰
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〰
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〰
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〰
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〰
〰

〰
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「
ふ
ぐ
処
理
者
認
定
試
験
準

備
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

○
日
程
：
10
月
10
日（
木
）

○
会
場
： 

市
場
管
理
セ
ン

タ
ー

○
受
付
：
９
月
２
日（
月
）～

○
定
員
：
32
名

※ 

詳
細
は
札
調
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
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札幌市からのお知らせ札幌市からのお知らせ
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北
全
調
だ
よ
り

北
全
調
だ
よ
り

　

５
月
15
日
に
本
会
の
定
期
総

会
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
下
の
円
安
、原
材
料
費
の
高
騰
、

人
手
不
足
な
ど
に
加
え
、
地
域
に

お
け
る
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

な
ど
本
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
事
業
の

見
直
し
に
つ
い
て
課
題
が
提
起
さ

れ
、
議
論
が
深
ま
り
、
改
革
に
向

け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
有
意
義

な
定
期
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
北
海
道
の
調
理
師
試

験
は
８
月
22
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
理
師
資
格
は
名
称
独
占
資
格

（
有
資
格
者
以
外
は
そ
の
名
称
を

名
乗
れ
な
い
資
格
）
で
あ
り
、
国

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い

国
家
資
格
で
す
。
昭
和
33
年
に
先

人
達
が
苦
労
の
末
に
調
理
師
の
地

位
向
上
の
た
め
、
勝
ち
取
っ
た
資

格
で
も
あ
り
ま
す
。
本
会
と
し
ま

し
て
も
、
今
年
も
試
験
対
策
準
備

講
習
会
の
実
施
、
参
考
書
や
問
題

集
の
斡
旋
な
ど
に
よ
り
、
次
の
時

代
を
担
う
方
々
へ
の
支
援
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
調
理
師
全
道
研
修
大
会

を
10
月
13
日
に
開
催
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
全
道
研
修
大
会

の
柱
で
あ
る
調
理
技
能
コ
ン
ク
ー

ル
は
北
全
調
創
立
５
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
、
昭
和
38
年
に
開
始

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
で
の
２
年
間
の
中

止
以
外
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
、
今

年
で
第
59
回
目
を
迎
え
ま
す
。
若

手
会
員
の
減
少
、
出
場
選
手
の
減

少
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
成
功
に
向
け
、
皆
様
に
は
、

何
卒
、
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

新
庄
監
督
３
年
目
と
な
っ
た

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
若
手
選
手
の

活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
成
績
も
上

位
に
あ
り
、
見
て
い
る
私
た
ち
も

わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　

本
会
に
お
い
て
も
４
月
よ
り
遠

軽
支
部
が
若
い
方
々
に
よ
り
再
結

成
さ
れ
、
新
た
な
希
望
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
若
い
方
々
の
伸
び
る

芽
を
育
て
る
こ
と
が
更
な
る
活
性

化
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
一
社
）北
海
道
全
調
理
師
会

事
務
局
長
　
伊
藤　

哲
男

　

会
報
編
集
委
員

委
員
長　

鈴
木
裕
一
郎（
札
調
連
会
長
代
行
）

委　

員　

石
塚　

博
久（
札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会
）

　
　
　
　

佐
藤　
　

修（
定
山
渓
調
理
師
会
）

　
　
　
　

本
間　

勇
司（
札
幌
割
烹
調
理
師
会
）

　
　
　
　

泉　
　

勝
志（
日
本
中
国
料
理
協
会
）

　
　
　
　

板
倉　

洋
祐（
全
日
本
司
厨
士
協
会
）

　
　
　
　

成
田　
　

寿（
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
）

編
集
長　

山
口　

弘
行（
事
務
局
長
）
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／
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印
刷
／
株
式
会
社
正
文
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今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
観
測
史
上
最
も
暑
く
な
っ

た
昨
年
に
匹
敵
す
る
暑
さ
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。
地
球

温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、
近
年
、

海
水
温
も
上
昇
し
、
北
海
道
周
辺

の
海
で
「
フ
グ
」
や
「
ブ
リ
」
が

た
く
さ
ん
獲
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
増
え
た
魚
の
消
費
拡

大
を
図
る
た
め
、
札
調
連
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
き
ま
し
た
が
、

そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
て
き

ま
し
た
。10
月
に
開
催
さ
れ
る「
健

康
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
中

国
料
理
の
食
材
と
し
て
「
フ
グ
」

が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
水
産
関
連
業
者
か
ら

も
「
フ
グ
」
の
魚
食
拡
大
に
向
け

た
情
報
が
集
ま
り
だ
し
ま
し
た
。

今
後
が
楽
し
み
で
す
。

特別賛助会員

当連合会の運営に特別にご支援いただいている特別賛助会員の方々です。（敬称略）

賛　助　会　員　名 役　職 ・ 氏　名 住　　　　　所

株式会社　すし善 代表取締役 嶋宮　　勤 中央区北１条西27丁目

札幌グランドホテル 総支配人 長瀬　隆則 中央区北１条西４丁目

札幌パークホテル 総支配人 須田　雅之 中央区南10条西３丁目

ホテルライフォート札幌 総支配人 安岡　政光 中央区南10条西１丁目

京王プラザホテル札幌 代表取締役社長 本田　敏人 中央区北５条西７丁目

学校法人　山口学園北海道中央調理技術専門学校 学校長 山口　伸矢 豊平区月寒西３条６丁目

学校法人　光塩学園調理製菓専門学校 理事長 南部ユンクィアンしず子 中央区大通西14丁目

札幌ビューホテル大通公園 総支配人 石井　高宏 中央区大通西８丁目

ホテルポールスター札幌 総支配人 山脇　英嗣 中央区北４条西６丁目
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